










要約 

Multiple Sulphatase Deficiency(MSD)のヘテロ保因者の診断法に関して,白血球並びに培

養皮膚線維芽細胞を用いて検討した。白血球のヘテロ保因者のアリルサルファターゼ

A,B,C 活性は対照の約 70～80%と低下を示し,対照とオーバラップしたが培養皮膚線維芽細

胞での酵素活性の測定では,アリルファターゼA,B1,B2,C,Cholesterol sulpha-tase活性は

対照の 40～60%を示し,MSD ヘテロ保因者の診断には有用である。又ヘテロ保因者の残存酵

素活性は,酵素学的に対照と比較して差異を認めなかった｡ 


